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令和元年度における行財政改革の取組実績 

 

岡山県行財政経営指針に基づき、これまでの行財政改革の取組成果を維持しつつ、将来を

見据え、限られた資源を最大限に有効活用し、より効率的・効果的な行財政経営を行う観点

から、次のとおり各種の取組を行った。 

 

１ 歳入確保 

（１）県税収入率の向上・滞納額の縮減 

＜個人県民税の徴収対策＞ 

・滞納整理推進機構の活用 

引継団体：２７市町村 

徴 収 額：２億４００万円 

・特別徴収の推進 

県と県内全市町村が連携して、原則すべての事業主を特別徴収義務者に指定

する取組を平成２８年度から実施 

 

＜県税収入率・滞納額＞ 

・県税収入率の向上 

  平成３０年度：９８．７％ → 令和元年度：９９．０％ 

・県税滞納額の縮減 

  平成３０年度：２８億３，１００万円 → 令和元年度：２２億５，５００万円 

 

（２）税外滞納債権の整理・回収の推進 

   ＜税外滞納債権の状況＞ 

令和２年度末目標額 ９億４００万円（平成 29年度から令和２年度までの取組） 

区 分 
平成30年度末 

実績 

令和元年度末 

実績 

滞納債権額 ９億300万円 ７億3,000万円 

 

（３）ふるさと岡山応援寄附金等の推進 

   ＜ふるさと岡山応援寄附金（ふるさと納税）＞ 

区 分 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

件 数 1,945件 1,301件 1,406件 3,474件 

金 額 3,200万円 4,500万円 4,600万円 8,500万円 

      

＜地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）＞  

・「地域の企業で夢を実現する若者」育成事業     寄附金額 ３００万円 

    ・サイクリング推奨ルート魅力向上事業        寄附金額  １０万円 

        ・おかやま観光キャンペーン事業          寄附金額 １００万円 

    ・大学と連携した自動車関連産業支援プロジェクト 

     ～ＥＶシフトに対応した産業づくり～       寄附金額  １０万円 

    ・自助と共助で命を守る地域防災力強化プロジェクト 寄附金額  ５０万円 
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（４）県有資産の売却 

・収入額 １億９，９００万円 

     主なもの 元兵団独身寮（若竹寮）     ７，１００万円 

          元岡山地区（楢津）教職員住宅  ６，８００万円 

          吉備高原都市暫定センター跡地  ２，０００万円 

 

２ 将来の財政負担への備え 

  ・公共施設長寿命化等推進基金 

 残高：９６億円（令和元年度末） 

  ・職員退職手当基金 

    残高：５０億１，５００万円（令和元年度末） 

 

３ 地方公会計 

 複式簿記に対応した仕訳処理等を実施し、統一的な基準による平成３０年度決算 

に係る財務書類及び平成３０年度決算を反映した固定資産台帳を作成 

 

４ 公共施設マネジメント 

   岡山県公共施設マネジメント方針に基づき、公共建築物及びインフラ施設を対象に、  

令和２年度までに、修繕・更新、耐震化等の実施計画である個別施設計画を策定 

（１）公共建築物 

    庁舎、県民利用施設、学校、公舎･寮といった公共建築物２３５施設のうち６６施 

設について、各所管部局において個別施設計画を策定 

 

（２）インフラ施設 

    インフラ施設のうち、土地改良施設等（用排水機場、地すべり防止施設、農地海岸）      

について、個別施設計画（長寿命化計画等）を策定（２２計画） 

 

５ 組織風土の改革 

   職員一人ひとりが日頃の事務や仕事のやり方を見直し、組織全体で改善に取り組む風

土を浸透させるため、ひとり１改善運動を実施（８４件提出） 

 

６ ＩＴの利活用 

    業務の省力化や利便性の向上など働き方改革にもつながるモバイルワークや、パソコ

ンで行っている業務を自動化するＲＰＡ等について、本庁業務で試行を実施 

   

７ その他 

（１）公の施設・外郭団体 

   令和元年度でＰＦＩ方式による事業契約が満了する総合福祉・ボランティア・ＮＰＯ

会館について、令和２年度からの指定管理者制度の導入を決定 

 

（２）地方分権（市町村への事務・権限移譲） 

・農業用ため池の届出等の受付に関する事務 

全市町村（令和元年10月４日～） 
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（３）広域連携 

   ・移住ツアー・移住相談会の開催（鳥取県と共同） 

・空き家見学バスツアー・移住相談会の開催（兵庫県と共同） 

・出会いイベントの開催（広島県と共同） 

・交通マナー向上に向けた啓発（香川県と共同） 

・せとうち観光推進機構（瀬戸内海沿岸７県）による観光誘客 

 

 

 中長期目標の状況  

 

①財政調整基金（通常分）の積立目標／標準財政規模の５％相当額(約２１０億円) 

 ○残高 

区 分 平成28年度末 平成29年度末 平成30年度末 令和元年度末 

金 額 157億3,900万円 169億7,400万円 146億6,900万円 127億7,100万円 

                  ＜参考＞令和２年度７月補正後における増減 △89億4,300万円 

 

②県債残高及び財政健全化判断比率 

実質公債費比率・将来負担比率の目標／全国平均以上 

○実質公債費比率 

区 分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

岡 山 県 11.4％ 11.3％ 11.2％ 

全国平均 11.9％ 11.4％ 10.9％ 

  ○将来負担比率 

区 分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

岡 山 県 200.0％ 203.1％ 200.3％ 

全国平均 173.4％ 173.1％ 173.6％ 

 

実質プライマリーバランスの黒字の維持 

   令和元年度決算において赤字であるが、令和２年度当初予算において黒字 

 

③退職手当債の発行抑制 

 ○発行額 

区 分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 

当初予算 60億円 30億円 30億円 20億円 30億円 

 

④県税収入率の目標／全国順位一桁台 

 区 分 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

収 入 率 98.3％ 98.6％ 98.7％ 

全国順位 26位 26位 25位 


